
  

 

東京いいで会 

会長あいさつ 

写真/佐原利博(小白川) 

東京飯豊会会長 山口 弘二（中津川）  

会
報 

 みなさんこんにちは。皆様は健

やかに過ごされているものと存じ

ます。今年から本会総会は３月か

ら９月に変更になりました。３月

は寒風により寒い時もあり、また

雪で足下も取られることもありま

した。今回からは安心してご出席

戴けると思います。昨年の総会は１３０名の出席

者が有り、津軽三味線の柴田３兄妹のショーを加

えて盛大に行われ、会は大変盛り上がりました。

今年は飯豊町出身者の会で日本民謡東流芳永会の

ショーを予定しています。 

多くの方のご参加をお待ちしております。                   

さて、地元飯豊町では、今年３月末置賜農業高校

飯豊分校が６５年の歴史に幕を下ろし、川西町の

本校と統合。また中津川小・中学校は１４０年の

歴史に幕が、手ノ子小学校と飯豊中学校に統合さ

れました。私はこの中津川小・中学校の卒業生

で、廃校を大変さびしく思っております。また地

元の皆さんはなお更のことと思います。しかし、

１０名以下の生徒数では統合はやむを得ない選択

です。飯豊町では少子化の問題に懸命に取り組ん

でおられます。また、廃校によって残る立派な校

舎の使用方法についても検討中のようです。東京

飯豊会会員の皆さんも何かいいアイデアがありま

したら町役場にご提案されたらいかがでしょう

か。今年はアベノミクス効果で明るさが見え始め

てきているようです。家に閉じこもっておられる

方々は積極的に外へ出ていく機会です。          

最後に東京飯豊会は日頃のご支援に感謝すると共

に皆様のご健康とご発展をお祈り致します。 

平成25年9月発行 
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企業向けの研修会の様子 

飯豊町長 後藤幸平 

        

 

 

後
藤
町
政
の
２
期
目
が
ス
タ
ー
ト 

 

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
は
、現
職
の

後
藤
幸
平
氏
が
無
投
票
で
再
選
を
果
た
し
、

昨
年
１１
月
７
日
か
ら
後
藤
町
政
の
２
期
目

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

２
期
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
発
見
、創
造
、

ふ
る
さ
と
新
時
代
」。
町
長
は
、「
蓄
積
さ
れ

た
町
の
ス
ト
ッ
ク
を
再
発
見
し
、よ
り
前
向

き
に
創
造
的
な
視
点
で
新
た
な
も
の
を
創

り
だ
す
」
と
、
決
意
を
新
た
に
町
の
か
じ
取

り
役
を
担
い
ま
す
。 

      

地
域
発
案
で
雇
用
を
生
み
出
す 

 

 

町
は
、
国
の
「
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事

業
」
の
採
択
を
受
け
、
平
成
２４
年
度
か
ら

２６
年
度
ま
で
に
１０６
人
の
雇
用
創
出
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
２
月
に
、
町
は
、
県
、
町
商
工
会
、

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
飯
豊
支
店
、西
置
賜
ふ

る
さ
と
森
林
組
合
及
び
町
観
光
協
会
と
共

に
、
雇
用
創
出
構
想
を

定
め
ま
し
た
。

国
か
ら
委
託

事
業
の
採
択

を
受
け
、
７
月

か
ら
構
想
に

基
づ
い
た
各

種
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

 

山
形
県
立
置
賜
農
業
高
等
学
校
飯
豊

分
校
が
本
校
に
統
合 

 

町
内
唯
一
の
高
等
学
校
で
あ
る
飯
豊
分

校
が
、
平
成
２５
年
３
月
を
も
っ
て
閉
校
に

な
り
ま
し
た
。 

「
質
実
剛
健
・
誠
実
明
朗
・
実
践
奉
仕
」
の

校
訓
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
１
，
９
４
８
名
が

巣
立
ち
ま
し
た
。
４
月
か
ら
、
在
校
生
は
川

西
町
に
あ
る
本
校
で
学
ん
で
い
ま
す
。 

校
舎
と
敷
地
は
町
の
所
有
の
た
め
、
閉
校

後
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、町
民
の
意
見
を

踏
ま
え
て
現
在
検
討
中
で
す
。  

 

  

飯
豊
町
立
中
津
川
小
・
中
学
校
が 

手
ノ
子
小
学
校
・
飯
豊
中
学
校
に
統
合 

 

明
治
５
年
に
上
原
の
雲
洞
庵
を
借
り
て

開
校
し
た
中
津
川
小
学
校
、
昭
和
２２
年
に

開
校
し
た
中
津
川
中
学
校
。平
成
９
年
に
は

現
在
の
中
津
川
小
・
中
学
校
が
下
屋
地
に
併

設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
両
校
は
、
平
成
２５

年
３
月
で
閉
校
に
な
り
、
４
月
か
ら
、
手
ノ

子
小
学
校
・
飯
豊
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
統
合

さ
れ
ま
し
た
。 

 

統
合
に
よ
り
、小
学
生
で
は
多
人
数
の
運

動
や
合
唱
合
奏
な
ど
の
学
習
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
ほ
か
、多
く
の
友
達
と
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

中
学
生
で
は
す
べ
て
の
教
科
を
専
門
教
諭

の
指
導
の
下
で
学
べ
る
こ
と
や
、部
活
動
に

つ
い
て
も
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
一
層
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
伸
ば
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

町
と
喜
多
方
市
を
結
ぶ
新
道
が
６
月

開
通 

  

平
成
２５
年
６
月
に
、
飯
豊
町
中
津
川
地

区
と
福
島
県
喜
多
方
市
を
結
ぶ
「
大
規
模
林

道
飯
豊
桧
枝
岐
線
」
が
開
通
し
ま
し
た
。 

  

           

   

（
文
＝
飯
豊
町
総
務
企
画
課
総
務
情
報

室
・
勝
見
） 

 

 

 

飯豊分校の正面玄関 

大規模林道飯豊桧枝岐線の位置図（概略図） 



3 

 

「アンチャ」と「アンニャ」        佐原 芳弘 (小白川) 

“ふるさと”を切り絵にしたい        梅津 勝美  (黒沢) 

  もう７０年ほど前自分が子供の頃、

実家は父母・祖父母・姉兄弟と叔父（父

の末弟）・叔母（父の末妹で叔父の妹）

の大家族であった。当時こうした大家族

はそう珍しい事ではなかった。さて話は（とは

言ってもそう大袈裟なことではない）、家族内で

の年長者に対する呼び方の事である。無論、親や

祖父母に対してはそれなりの表現をしていたから

話から除く。私（次男）や弟たちは、兄のことを

「アンチャ」と呼んでいた。「お兄ちゃん」のこ

とである。そして弟たちは私のことを「芳弘アン

チャ」と呼び、同様下の弟は上の兄たちに対し名

前にアンチャをつけて呼んでいた。だだし長兄に

は「アンチャ」一本である。ところで面白いこと

に若い叔父に対しては「アンニャ」と呼んでい

た。叔母なら当然だが、姪・甥である私たち姉兄

弟も生涯「アンニャ」だった。「アンチャ」も

「アンニャ」も敬称で、当時日常会話で普通に

使っていたが、その使い分けはよく判らない。し

かも今思うと叔父に対する「アンニャ」という呼

称はいささか不思議である。というのは一般的に

叔父は「オンツアマ」というのが本来の敬称だっ

た。たぶんそれは今も変わっていないと思う。そ

れが我が家では「アンニャ」である。そこで考え

られることは、叔母が父のことを「アンチャ」と

呼んでいたので、叔父に対しては区別するため

「アンニャ」と呼ぶように育てられたものと推測

している。私たち姉兄弟は若い叔父と叔母とは年

齢差があまりなかったので、叔母にならって自然

と叔父を「アンニャ」と呼ぶようになったものと

考えられる。年齢差のある末弟までが上に準じて

「アンニャ」である。それにしても「アンニャ」

という敬称は私にとって不思議で面白い表現であ

ると首をかしげている。別に深刻になるほどの話

ではないが、これを標準語に直したらどんな表現

になるだろうか？詳しい方は教えて欲しい。 

隣家に父より年齢が上で「金太郎」という名前の

ご主人がいた。我が家ではその方の事を「金太郎

アンニャ」と呼んでた。 

祖父母から末弟に至るまで「金太郎アンニャ」で

ある。しかも「金太郎ジッチャ」と言われること

なく、終生「金太郎アンニャ」であった。また昨

年豊川中の同級会で、「○○アンニャ」がその後

どうしたという消息が聞こえてきた。ということ

は「アンニャ」という敬称には、汎用性があると

いうことである。その点「アンチャ」という敬称

は、こういう使い方はあまり聞かない。つまらな

い話で恐縮している。ただ一つ付け加えると、年

下の者を呼ぶときは、全て呼び捨てであった。昨

今は自分の子供や孫に「チャン」付で呼ぶ方が多

く、気になるのは歳のせいだろうか。 

 ふるさとを思う時、３．１１東日本大

震災がどうしても頭から離れません。 

 特に原発事故の被害は、現役時代２年

間郡山に赴任したことを思う時、今でも

胸が締め付けられる思いです。 

原発事故は本当に防げなかったのか！これから

のこの国の有り様が問われていると思っているの

は私だけでしょうか。 

古希直前の私は昼寝のせいで眠りが浅くなって

いるのだろうか。 

最近私はよく夢をみます。黒沢小学校らしき学

校の教室に友達と一緒に50年前に逝った父親が居

るなど、夢の中の不可思議な気分の自分に可笑し

くなってしまいます。しかし、そのような夢の中

の“ふるさと”を愛おしく大切にしたいと思って

います。そしてそれをサークル活動で習い始め

た、切 り絵 にしよ うと

思っています。 

高校を卒業し上京しよう

としている頃から、ふる

さとの風景は大きく変化

し農業の構造改善事業で

田んぼは大きくなり、水

路は碁盤の目のように整

然となりました。私の青

き“ふるさと”はその前

の光景です。馬と同居の

曲がり屋、田んぼの代か

きのませ取り、冬の固雪

での肥え引きなど切り取りたい光景が走馬燈の様

に浮かんできます。 

    (*^_^*)！     
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ふるさとの思い出            鈴木 清子（高峰） 

 昭和３６年飯豊中学校を卒業して早５１

年。「光陰矢のごとし」正しく実感で

す。 

飯豊連峰を眺めながら自然に抱かれて育くまれた

事を改めて“幸福”と思える日々です。 

昨年１０月２７日に椿の「がまの湯」で中学校の

同級会が有りました。参加者３３名２年振りの出

会いに心温まる時間を過ごし話が尽きない一時で

した。幼き頃の忘れられない思い出の一つに、雪

が沢山降り積もった所に雨が降り冷え込んだ翌日

は固雪。その上を何時もより近道をして登校出来

る喜び！！ 今思えばその日は大人の方達も「道

踏みはお休みだったのかな～」と思いを馳せて居

ります。また同級生で唯一、女性議員として活躍

されて居る方もおります。益々のご活躍を東京の

地よりお祈りします。 

先頃９月末日に一通の手紙が届きまし

た。それは中津川小・中学校が平成２５

年３月で閉校に成るとの知らせでした。

明治５年に下屋地地区に校舎が建築され

て以来１４０年の歴史が有る学校が少子化の為に

閉校するとの事です。自分の子供の頃は「小・中

学生を合わせて４００名近くだったのに・・・」

と、ふと当時の事が蘇って来ました。グランドで

は野球を、体育館では卓球、バスケット等色々と

楽しかった事を思い出しました。中津川出身の皆

さんは淋しい思いをされて居ると思います。これ

で一つの時代が終わり、新たなスタートとして小

学生は手ノ子小学校、中学生は飯豊中学校に平成

２５年４月から統合するとの事です。 

思い出の学校              織田 英昭（中津川） 

 子供の頃、我が家に働きに来ていたお

兄さんが通って居た学校、今思うと萩生

の旧豊原村役場を校舎として開校されて

いた豊原高等学校でした。昭和２３年開

校、私は昭和２４年小学校一年生でしたが、今で

も旧役場の建物をハッキリと覚えています。そし

て昭和２８年に飯豊高等学校として椿に開校、休

みの度にグランドで野球をして楽しんだ思い出が

あります。その後、置農飯豊分校になりましたが

歴代高校生徒の活躍は素晴らしいものが有りまし

た。しかし少子化の波には勝てず本年３月には閉

校、残念でなりません！！ 小さな飯豊町に高等

学校が存在していた事を飯豊町出身者として誇り

に思います。 

飯豊分校の閉校に想う          小川 悦男（椿） 

 中津川小・中学校の閉校式は去る３月

２３日同校体育館で行われました。これ

まで、地域では少子化を何とかしようと

山村留学制度を作って他県からの生徒を

受け入れて努力してきましたが、生徒数は小学生

１人、中学生７人だけとなり地元の強い要望に飯

豊町・教育委員会では存続に力を尽くしてきた

が、刀折れ矢が尽き遂に閉校に追い込まれまし

た。 

 １４０年の歴史のある学校。中津川という緑豊

かな自然環境の中で育つ生徒たちのひたむきな努

力と教職員の献身的な指導により各種コンクール

やスポーツ大会など文武両面で優秀な成績を収め

てきた学校です。 

 閉校式には300人の生徒、教職員、保護者、卒業

生、町関係者が出席しました。後藤町長ご挨拶、

齋藤校長ご挨拶があり、生徒代表の高橋未咲君の

「僕たちは中津川小・中学校の最後のランナーと

しての誇りを持ち・・・この学校で培ってきた力

をこれからの生活に活かし、堂々と未来に進んで

いくことを約束します」と力強く挨拶、出席者か

ら大きな拍手を受けました。式典後生徒全員でよ

さこいソーランの舞を披露。続いて行われた懇親

会では卒業生を代表して、私が小・中学校の思い

出話のスピーチをし、離れていく生徒達へ励まし

のエールを送りました。 

 学校の玄関前には飯豊山を形取った閉校記念碑

が建立されて「蛍雪を経て大河に向かう」と刻ま

れ、この立派な学校の存在を永遠に残していま

す。 

出席者からの大きな励ましを受けて、力強く進ん

でいく生徒達を見て、町の未来の発展を感じ取り

式典を後にしました。 

中津川小・中学校閉校式に参加して      山口 弘二（中津川） 
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自己との闘い            渡部 志郎 （中） 

 

 「明日から４日間、北アルプスに行って

くるね。朝５時には家を出るからよろし

く」約１０ｋｇのザックを背負い大好きな

山歩きに出かける。ひたすら登らなければ

届かない頂きへの挑戦は辛いものではあるが、花々

に和み、登った者にしか味わえない山頂の夕景・朝

景に感動し、気分はルンルンの数日間を過ごして

帰ってくる。翌日からは疲れが抜けず外へ出る気も

起きないまま、かろうじて家事をこなす。 と言い

ながらも、次の山行計画は着々・・・ １週間か１

０日後にはまた「行ってくるね！」山の地図やイン

ターネットで行きたい山域の情報（現地までは車で

行くので林道状況・山小屋・水場等々）をかき集め

山行計画を練る。この時間も実際の山行に劣らない

楽しさがあり時間の経つのを忘れてしまうほど。

「仕事を辞めたら曜日に左右されずに好きなことを

やりたい」と思って居て、念

願かないそんな生活ができて

いる６２歳の今に、家族への

それも含めて感謝している。

震災や豪雨の被害に遭われた

方々がいまだに苦しんでおら

れることを鑑みれば「こんな

脳天気なことをしている場合

では？」と自問自答も繰り返

しますが、できる範囲での気

持ちと支援は忘れないつもり

で生きたいと思っています。 

2013/1/1付・西多摩新聞より転載 

認知症予防運動で活動している井上和雄さん（黒沢）が西多摩新聞・元旦号に掲載されました！！！ 

私は走るのが、幼い頃から大の苦手であっ

た。競争ではいつも回れ右でいい位置にいた

からである。走りになると一歩引いてしまう

が勿論社会人になってからも何故か走るのが

苦手であった。苦手なら歩くのはどうだろう？時間を

かけ足腰が丈夫であれば、いつでも何処でも参加でき

る。持久力には多少なりとも自信はあったからだ。そ

んな時ただの歩きではない、戦争体験のない私にとっ

ては過酷としか思えない大会に参加したこと。その大

会は青少年の育成として、歩く事により自分自身の自

己鍛錬のかち歩き大会である。長い距離を飲まない、

食べない、走らないの規則を守り、歩き通す大会。 

かち歩きの“かち”は徒ちと、勝ちの同音異義語、心

身の鍛錬、飢えと、のどの渇き、疲労の体験で自己と

の闘いに自分自身を見出す事。戦時中の何もなかった

頃に体験された方々の足元にも及ばないが、何故か少

しでも心の奥で理解出来れば、と毎回参加の道を辿り

ました。自分の目標もあり参加したが、未だに理解出

来たとは感じ得ない。ただ飢えと、のどの渇きには耐

える事の出来ない経験を何らかの役にたてるのでは、

と自負しながら今を生きています。今回は“楽、健、

長”の投稿に苦しさの中で得たものは何かと、自問自

答しながらでしたが、次回には表記に沿える内容を期

待して!!! 

  後半を悔いなく生きる      高橋 英子（中）  

井上さん 
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今回のバスツアーの参加は、私にはもう

一つの目的が有りました。 

ここ八年来帰れなかった、実家の両親の

墓参りです、夢の中に、両親の姿を頻繁

に見る様に成り「お前たまには故郷へ

帰って来いよ」と背中を押される様に参加しまし

た。当日中央線に揺られ、東京駅集合場所に到着

した途端に聞こえてくる方言の数々、懐かしさの

余り故郷への想いが一気に高まりバス乗車総員４

０数名和気あいあい故郷へ・・・車窓に流れる懐

かしい故郷の景色、心の底から込み上げて来る忘

れかけていた色々な思い出が脳裏を駆け巡る。や

はりここが、自分のふる里なんだと改めて思う。

夜、白川莊での飯豊町との交流会翌日仲間と連れ

だって公園散歩、植樹されている桜の木を見なが

ら思った事“雪に潰され傾いた木、枝が裂けた

木、枯れかかった木”一本も無傷の桜が無い様で

した。やはり雪深い山間部での管理の難しさが浮

き彫りになった様な気がする。スワンパークに兄

嫁の迎えを貰い、先祖両親の墓参に懐かしい場所

に立ち、永年のご無沙汰でしたと墓前に手を合わ

せ、自分の心の中にわだかまっていた事が洗われ

る思いでした。無事墓参も叶い、姪に送られ黒べ

こ祭り会場に、兄も家族で参加、会場では先輩後

輩、近所の人達に、声を掛けられ懐かしく思いま

した。黒べこ祭り参加は、２０年程前一度味わい

久々に食べる牛肉は美味かった～。 

大浦ワイン、サクランボ狩りなど楽しかった思い

出とお土産げをカバン一杯詰め込んで、帰路の途

に。楽しかった２日間、色々な思い出を作ってく

れた旅！人生の一ページに綴りたいと思います。 

役員の皆様本当に御苦労さまでした。 

６月３０日（土）7時１５分。好天に恵

まれ、東京駅八重洲口、役員の法被姿に

迎えられ、45名遅刻も無く集合・出発。

50周年記念行事の最後のイベントは東京

スカイツリーの見送りを受けながら、一路ふるさ

とへの旅。 山口会長（実行委員長）の挨拶、事

務局の行程説明、自己紹介、飲み物等の配布を受

け、前後左右の席の収まりがつく頃、会話も弾み

和気藹々の様子に幹事さん一安心。蔵の町喜多方

でラーメン昼食。 七福神像に出会いご満悦。  

道の駅「めざみの里」に立ち寄り、夕刻白川荘に

到着。パターゴルフ場脇を桜植樹の確認の散策｡

撫でたり摩ったり、早期生育をお願いしました。

懇親会は後藤町長様、菅野議長様、議員様、観光

協会様、植樹記念石碑作成業者様9名のご出席の

もと、会長挨拶で「訪問ツアーの意義と喜び」、

町関係者への謝意があり、町長様からは歓迎と共

にふるさとの変わらぬ自然と暖かい心を受けと

め、人口減少化のなかではあるが、今まで以上に

誇れる活力ある町づくり・観光の町・ふるさとに

していく旨挨拶があり、安堵と発展を願いまし

た。 郷土料理とどぶろく、わらびの1本漬（差

し入れ）を堪能。大黒舞の披露・カラオケで最高

潮。翌朝、スワンパークで桜植樹・石碑を確認。

ユリ園での鑑賞そしていよいよ、黒べこ祭り飯豊

牛（米沢牛：Ａ５）思いっきり頂きました。うま

い肉にはタレより塩（道の駅売店）が合う。南陽

市でさくらんぼ狩り、(有)大浦ぶどう酒での工場

見学、五種類の試飲を楽しみ、ふるさとの土産を

購入し帰途につきました。救急箱を開ける事無

く、幹事さんの事前準備・お骨折りによって何か

ら何までハッピーでした。ご参加の皆さん、関係

者の皆さんに感謝申し上げると共に、「5年後と

いわず又早期の開催お願いします」の声が有った

ことを記し、ペンを置きます。 

ふるさと訪問ツアー雑記  新野 孝司（添川） 

 ふる里訪問バスツアーに参加して 二瓶 文夫（添川） 

この度の東京飯豊会・ふる里訪問バスツ

アーに参加するのは５年に一度の楽しみ

な旅行です。平成 24年6月30日～7月1

日。一泊二日の予定で東京駅集合。ふる

里飯豊町へと心はずみ『嬉しくて、昨夜は眠れな

かった』とバスの中で多く耳にしました。我が家

のご近所の方２名も参加を頂き、皆さんの思いを

胸に首都高速・東北道を通り、昼食後飯豊町に入

り、今晩の宿白川莊へと向かいました。 

夜はお楽しみの宴会、町の人との交流、おいしい

料理おいしいお酒の舌鼓を打ちながら大変盛り上

がりました。特に地元のお酒「どぶろく」は飲み

やすく、ついつい飲みすぎてしまいました。翌日

はスワンパ－クの桜植樹地を視察して一番のイベ

ント「黒べこ祭り！！」天気にも恵まれて、焼き

肉パーティが始まりました。 

米沢牛の本家ともいわれる飯豊牛は、とても柔ら

かく美味しくお腹一杯食べることができました。

一緒に行った東京出身の二人もとても喜んでおり

飯豊町を満喫した様でした。「このような機会が

あったら、また是非参加させて頂きたい」との事

でした。そのような言葉を聞けたことがとても嬉

しく、そして飯豊町の思い出を胸に帰路につきま

した。 

バスツアーに参加して             国分 秀高（萩生） 
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“サァ～”一泊二日（6/30,7/1）ふるさと

訪問バスツアーの出発です！  私の大

親友、中村さんのお誘いで一緒に参加で

す。バスツアーは二回目の参加です。ふ

るさと訪問ツアーの目的地は飯豊町、（ちなみに

私は埼玉県羽生市の生まれです）バスに乗り込ん

だ途端ビックリ！！ ふるさと言葉が飛びかって

ます「いいな～みんな楽しそう」そして山口会長

さんの挨拶から始まりツアー参加者さんのそれぞ

れ個性あふれる自己紹介も楽しかった。バスの中

で飯豊中学校の校歌を合唱、これは本当に感動し

ました。それに白川湖畔のダムの話やスワンパー

クの桜の木の話や色々な話が沢山有りました。ゆ

り園の展望台から見渡す景色は飯豊町を一望に出

来る誇るべき“散居風景”の最高の眺めでした。

ゆり園のメーンイベントの“くろべこ祭り”、最

高級の“米沢牛”（飯豊産）のバーベキューは一

杯飲みながら新鮮な野菜と共に舌鼓を打ちまし

た。またまた驚いた事には宿泊した白川荘からの

帰りのバスが実家の前で停車し言葉を交わした

り、実家の前を通ると見送りの人たちが待って居

て手を振ってくれたりと“ふるさとツアー”だか

らこそ出来る事だと思いました。本当に素晴らし

く、楽しい思い出に残る旅でした。残暑の日差し

ふるさと訪問バスツアーに参加して        
佐藤 悦子（練馬区在住） 

 50周年記念バスツアーに参加して 
 草加から参加させて頂きました染谷で

す。生まれは埼玉県秩父です。趣味は山歩

き、スイミング等です。お誘い頂いた森田

さんとは10年来のお付き合いになります。飯豊会

の皆様方には、はじめて参加した私達に本当に親

切にしていただき、楽しい旅行が出来ました。有

り難うございました。以前にも飯豊町にはお邪魔

したことがありますが、何度伺っても飯豊町は良

いですね。人が優しい、食べ物が美味しい、なん

と言っても自然が素晴らしい。機会があればまた

お伺いしたいと思っております。本当に有り難う

ございました。 

染谷 ミヤジ（秩父出身） 

 ６月３０日早朝、故郷飯豊に向かって

八重洲を出発です。事務局の志田さんの

名ガイドで楽しいバスの車中は修学旅行

の様です。昼食場所の喜多方に入り飯豊

山が見えて来ると皆で歓声が上がり嬉しそうでし

た。白川荘に早めの到着、湖畔を散策しながら植

樹した桜の木の成長を喜びました。町長さん始め

町の方々や“大黒舞”の歓迎を受け、楽しい宴会

が始まりました。近くの山で採れた山菜料理や漬

物が並び大好きな「どぶろく」にも満足でつい飲

みすぎてしまいました。翌日どんでん平の“ゆり

園”の展望台まで全員徒歩で登りそこから美しく

広がる緑の水田と散居集落を望みました。数年す

れば「スワンパーク」の畔に咲く満開の桜を眺め

る事が今から楽しみです。“くろべこ祭り”の米

沢牛（飯豊産）を美味しく頂いた後は赤湯の“さ

くらんぼ狩り”とワインの買い物をして帰路に着

きました。同行した友人３人も飯豊の旅に満足の

様子で嬉しく思います。会長さん始め役員の皆様

には大変お世話になりました。 

  ふるさとバスツアーに参加して  森田 希世（萩生） 

 先日はいろいろお世話に成りました。

お蔭様で毎日楽しく暮らしています。

「山・川」大自然の中で育った方々はこ

んなにも“あたたかい”のですね。羨ましいで

す。５０年・・・年月がたってもふる里を思うふ

れ合いを大事にしている姿に感動しました。そし

て心が豊かに成りました。ありがとうございま

す。今後共よろしくお願いいたします。 

ふるさとバスツアーに参加して 浅見 節子（ 奈良県出身） 

 飯豊会バスツアーに参加して 岩崎 和江（三宅島出身） 

東京飯豊会結成50周年 おめでとうござ

います。飯豊町には何度かお邪魔させて

頂いておりますが、50周年という記念の

行事に部外者の私たちを暖かく迎え入れ

てくださりありがとうございました。人とのつな

がりが薄れている昨今、飯豊会の皆様方の気遣

い、思いやりに感謝しつつも甘えっぱなしの二日

間の旅行でしたがこれからも飯豊会が益々発展す

ることを願っております。機会が

ありましたらまたお会い出来るこ

とを楽しみにしております。大変

有り難うございました。                  
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    (*^_^*)(*^_^*)！！  

ふるさとで桜の植樹 

第13回『花回廊 ようざんろーど』をつく

る会、東京飯豊会共催による、飯豊町での

桜苗木植樹祭はＨ24・4・30（祝）～5・1

（火）の両日、関東方面からの参加者並び

に地元の方々の参加を頂き、開催されました。黒

沢地区の「スワンパーク」での植樹祭に当り、地

元萩生の西山宮司による神事が奉納され、参加者

による玉串奉てん、鍬入れ式が滞りなく終了し、

無事立派な桜木になるようにとの願いをこめ植樹

祭を終えました。その他の植樹地は中地区・仏山

天養寺観音堂、中津川・白川湖畔と合わせて３ヶ

所での植樹となりました。 『フォレストいい

で』では賑やかに懇親会も開催され、恒例になっ

た愛田人生プロの歌の披露が有ったり、夜遅くま

で懇親を深め合いました。 

翌朝、浴室からは残雪擁く飯豊の峰々を眺め最高

の気持ちになりました。 

 『フォレストいいで』を後にして、南陽市・烏

帽子山公園で満開の千本桜の美しさに感激し、川

西町置賜公園では“米沢牛”

入りの芋煮に舌ずつみを打

ち、お腹も一杯になった所で

高畠ワインに向かいました。

美味しいワインの試飲を楽し

んだあと、高畠町～七ヶ宿町

を経由して東京八重洲に無事

到着いたしました。 

志田 義雄（椿） 

私自身東京出身で山形県には一度だけ旅

行した事があります。その時は月山方面

で、この度の飯豊町は初めての訪問で

す。白川荘で飲んだドブロクはとても美

味しかったです。後、わらびの一本漬けは絶品で

した。二日目のどんでん平ゆり園での展望台は素

晴しい景色でした。黒ベコ祭りで飯豊牛肉の美味

しかった事が残っております。半世紀以上も続い

ている東京飯豊会！これからも続いて行きますよ

う祈念しています。 

ふるさと訪問バスツアーに参加して 染谷 良二（世田谷区在住） 
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きれいにとってなっし！ きれいにとってなっし！ 

第５１回東京飯豊会総会・懇親会盛大に挙行さる 

きれいにとってなっし！ 

山口会長挨拶 

 平成２４年３月４日（日）日暮里「ホテル・ラ

ングウッド」にて会員様、後藤町長、菅野町議会

議長、他議員の方々、町行政関係者、ＪＡおきた

ま飯豊支店、友好団体の東京川西会、関東致芳

会、花回廊ようざんろーどを作る会の皆様をお招

きし１６０名余の参加で女性初の第一部司会、広

報部・斉藤ふみゑの開会宣言により開催されまし

た。 第一部は山口会長の５１回総会に多数参加

頂いたお礼の挨拶。続いて会務・会計・会計監査

報告と議事が進行。来賓の挨拶では後藤町長より

豪雪の為に除雪費用が莫大に成り現在も“ぶるさ

とは雪の中”とのお話。震災の時は南相馬市から

360名を受け入れ、まだ60名残って生活されて居

る。福島の喜多方と飯豊を結ぶ道路が今年開通し

町の経済、観光の発展に寄与する事は嬉しい

ニュースだそうです。 第二部は菅野議長による

“どぶろく”での乾杯で幕開き。イベントは「柴

田三兄妹」による津軽三味線のステージ。息の

合った三人の熱演に割れんばかりの大喝采の会

場。アンコールの拍手の波、波、波！ 続いてお

楽しみ大抽選会、「今年も“つや姫”当たるよ

～」 あっち、こっちからの歓声で大盛り上が

り！最後は全員で“ふるさと”の大合唱♪♪♪町

から中村副議長、当会から国分副会長による万歳

三唱でお開きと成りました。「来年もござってお

ごえな～」の声に送られて帰路に付かれました。                                      

              （齋藤ふみゑ記） 

後藤飯豊町長挨拶 

町長賞、嬉しい～！！ 

さ、さぁグーッ

と空けて！ 

会長賞！ 初めてだー 

揃って ハイポーズ！

ベン、ベンベンベ

ン♪ ハァッ！ 

祝 第５１回 東 京 飯 豊 会 総 会 

いやいや～しょしごどー 

当り～２５番！ 

美味そうだからごっぞうになるべ 

来年も元気で逢いましょう！ 

 

口つけて

のむべ～ 

女性初の一部司会 

 さいとうでーす 

カ
ン
パ
ー
イ 

ふ 
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平成2４年度 年会費納入者御芳名 (敬称略) H24/12/31現在 

有難う御座いました。 

会員様248名の方々に年会費を納入頂き会の運営・維持並びに会報の発行が出来ました。 

 黒沢  梅津勝美 蒲谷春夫 菅野由佳 国分正子 小林秀 佐藤善吉 佐藤忠志 島貫富栄 

16 鈴木美佐子 高橋雅子 長沼モエ 中根友利子 原田洋子 平山くに 森田和美 渡部忠雄 

小白川 石島サダ 石森浩子 上田隆 太田節子 小野幸一 片岡豊子 川添美代子 佐原竹男 

23 佐原芳弘 佐原政晴 鈴木勝郎 平君代 高橋八郎 田辺俊彦 為藤よしゑ 千葉マサヨ 

  土屋ゆき子 舟山清次 舟山睦男 舟山吉次 溝呂木キミヨ 吉澤とみ子 渡部金次郎   

添川松原 芦川裕子 安部正良 伊藤憲子 井上秀雄 上野文次 宇田京子 梅津勲 遠藤一夫 

28 遠藤清 遠藤悠紀子 勝見俊秀 金原ちゑ子 小関こう 小松勇吉 斉藤勝 佐藤よね子 

  山水まさ 志田俊作 島田四郎 鈴木孝男 高橋はま子 田中とし子 新野善行 二瓶文夫 

  村田忠一 森博子 山口紘紀 米野礼子         

高峰 伊藤正光 井上志げ 井上庄栄 沖田みゑ子 小関恭雄 佐藤剛 鈴木清子 高橋正弘 

10 本間元 横山文男             

 椿  青山辰夫 安部貞夫 伊藤薫男 井上博司 上原三男 太田千代子 大富博 大庭信夫 

23 岡文子 岡本輝子 片野英子 加藤洋子 菅野栄三 北原重行 小林まち 佐藤ます子 

  高橋叔子 高橋弘子 中村幸子 新野豊明 長谷部葉 船山健次 松山倉夫   

手ノ子 青木久勝 安部和男 池田典子 今原幸子 大野ｼｽﾞｴ 奥山俊昭 奥山保弘 金森美恵子 

19 小池喜美恵 佐村孝作 佐山次夫 島田源三 鈴木三男 竹田輝夫 舟山清成 舟山好一 

  舟山繁勝 横山ユウ子 渡部昭雄           

中  青木勝美 青木しげ子 青木道子 粟飯原操 朝倉建 位下和子 大石昌子 工藤コウ 

30 佐久間文子 篠原五郎次 島貫勝利 嶋貫浩 島貫日出子 島貫正十三 城戸かつ子 鈴木 昌 

  鈴木昭作 高尾美世子 高橋英子 田所昌子 長岡信司 長岡俊昭 新留静子 錦織明美 

  野原致子 峯田有一 若林敬一 渡部恵司 渡部清三 渡部聡征     

中津川 伊藤孝美 井上啓助 井上与一 井上良子 小川京子 奥田百合子 鴻巣邦夫 古藤光康 

23 後藤篤志 後藤昭輔 近藤和子 酒井博 鈴木政次 鈴木芳助 原 慶子 星野信助 

  丸山光雄 三田美保子 峯岸浩夫 山口哲男 横山建司 渡邊晶子 渡辺常雄   

萩生 青木美智子 五十嵐ﾖｼ子 伊藤光栄 伊藤武 浮谷栄子 宇津木榮三郎 宇津木秀三 宇津木吉美 

41 梅津文蔵 海老沢真砂子 岡野芳子 小野寺瑠璃子 加藤功 嘉藤秀一 嘉藤六郎 狩野文 

  菅利夫 菊地清 木村清 組谷のぶ子 後藤勝男 後藤定夫 後藤節子 小林スイ 

  坂本喜美子 佐藤豊子 高橋勝治 高橋茂夫 高橋みつ 滝浪とも 谷口秀子 手塚太 

  中西孝 長谷部俊美 樋口孝 広瀬広子 森田希世 山田正子 渡部新吾 渡部とく 

  渡部博士               

役員 池田さだ 伊藤茂 井上和雄 今村ひろ子 小川悦男 織田英昭 男鹿善次 川合かよ子 

35 川村博 国分秀高 斉藤ふみゑ 佐藤包子 佐藤善治 佐原利博 志田幸次 志田義雄 

  島田栄子 鈴木伊勢夫 高橋正孝 土田正一 手塚敏浩 手塚久雄 中澤サタ 長沼清 

  中村美寿 新野孝司 樋口昭二 深瀬忠次 宮城慶吾 山口弘二 山口美恵子 横山忠雄 

  吉田ｷﾇﾖ 渡部志郎 渡部隆           
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飯豊町観光協会 

 会長  髙橋 眞                 

 

               生産者の顔が見える米 
つくり手の想いを 

炊飯加工食品も扱っております。 

品目：おにぎり・お弁当・生もち・白切り餅・味噌切り餅、糸切り団子、巻き寿司 

   赤飯・五目おこわ 等  

届けます、、、 
マルシチ米穀株式会社 

〒999-0602 

山形県西置賜郡飯豊町大字萩生 3587 

電話：0238-72-2016 FAX：0238-72-2807 

 

写真：マルシチ米穀直営店 米と自然の探遊館 
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〒999-0602 山形県西置賜郡飯豊町萩生4536-1 

         代表取締役  国分 剛 

            ℡0238-72-3738 Fax0238-72-3753 

国分石材ホームページhttp://www.kokubunsekizai.com 
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在来工法、木造建築の道の極みに入りすでに40年を経過

致しました。私のモットーとする、実直に邁進する精神

を大事にして頑張ってまいりました。 

住まいは語らいと憩いと休息が出来る空間でなければな

りません。木の優しさを肌に受け止め、良さを生かしお

客様各位に喜んで頂ける家造りに今後も頑張ります。 
 

  〒999-1111  飯豊町大字手ノ子1413-1 TEL 0238-75-2413 

環境・水・快適な生活を守り続けて５２年 
 

     株式会社 佐 藤 管 工 業 

            代表取締役  佐藤正一 

       〒 999-0602 

                山形県西置賜郡飯豊町大字萩生615 

            TEL 0238-72-2191 

                        FAX 0238-72-2192 
           

           

      上下水道・給排水・衛生設備・浄化槽工事 

        ボイラー設備・空調設備・消雪工事 

           設計・施工・保守管理 

         住宅設備機器販売     

株式会社 協和ハウス 
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造園・土木・設計施工・庭園管理

産業廃棄物収集運搬・大型クレーン作業一式

株式会社

山形県西置賜郡飯豊町大字椿２５２９－１２

TEL ０２３８－７２－３９３５
FAX ０２３８－７２－２０９３

〒999-0604

山形県知事（特-２１）第６００３６８号

山形県知事（般-２１）第６００３６８号

産業廃棄物収集運搬許可番号１３２３０４

どんな困難な

立木でも

伐採から運搬

廃棄処分まで

相談・現場下見

見積無料！

h t t p : / / w w w . i t o - z o u e n d o b o k u . c o m /
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お問い合わせは 添川の 

（有）銀 波         代表  新野 純一 

TEL ０２３８－７４－２１４７  

FAX ０２３８－７４－２０３１ 

e-メール ginnami@beige.plala.or.jp 

地 元 肉 専 門 の 店 

飯豊牛・白川漬・馬肉・さくら肉 

㈲肉のすがい 
飯 豊 町 添 川 3 1 7 6 - 5 

TEL0238(74)2212 FAX0238(74)2262 
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山形県置賜農業高等学校、飯豊高等学校（分校）同窓生の集まりです。 

   

   年会費   １，０００円     会報 『逢田』送付 

    

  総会及び懇親会を毎年３月に本部より同窓会会長、校長、事務局が 

   出席して行われますのでご希望の方は下記までご一報ください。 

 

関東よもぎだ会    会長    佐々木政夫（川西町出身） 

           事務局長  小川悦男 （飯豊町出身） 

           連絡先   〒202-0003 

                  西東京市北町５－４－３ 

                  ☎・FAX  042-421-7824 

                          携帯  090-3139-2210 

2012年11月発行の中津川

小・中学校便りより転載 
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＊
東
京
飯
豊
会
員
募
集
中
!! 

 
 
 

 
  

少
子
高
齢
化
進
行
中 

友
人
知
人
、
同
級
生
、
親
類
縁
者

皆
さ
ん
の
ご
存
知
の
方
で
飯
豊
会

員
に
未
加
入
の
方
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
！
！
！ 

 

組
織
部
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隆 
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＊
広
報
部
員
募
集
中
!! 

  

広
報
編
集
、
発
行
、
Ｐ
／
Ｃ
に

興
味
の
あ
る
方
募
集
中
で
す
！ 

お
気
軽
に
お
声
お
掛
け
下
さ
い
！

一

緒

に

楽

し

く

や

り

ま

し

ょ

う
！
！
！ 

 

広
報
部
長 

井
上 

和
雄 

０
４
２
（
５
５
１
）
０
２
２
２ 

お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す 

 

ふるさと情報コーナー 山口会長 山形新聞に掲載されました!!! 

中
本
貞
夫 

 
 

（
黒
沢
） 

安
部
厚
一 

（
小
白
川
） 

安
部
春
次 

（
小
白
川
） 

小
野
六
郎 

（
小
白
川
） 

佐
原
正
幸 

（
小
白
川
） 

伊
藤
幸
子 

 
 

（
添
川
） 

木
村
み
つ 

 
 

（
添
川
） 

小
関
恭
雄 

（
高
峰
） 

手
塚
三
男 

（
椿
） 

渡
部
聡
征 

（
中
） 

男
鹿
善
次 

（
中
津
川
） 

    広報部からのお願い 
 

 次号に向け、会員の皆様からの原稿、新シリーズ

『楽・健・長』の生きがい、楽しみ、又ふるさとの

思い出、同級会案内、日常の出来事、弊会や町の思

い出の写真、短歌・俳句、ふるさと情報など何でも 

（６００字程度）を下記までお寄せ下さい。 

 

広報部長 井上 和雄 

  TEL&FAX:０４２－５５１－０２２２ 

   〒190-1214 東京都瑞穂町むさし野２-３７-５ 

  e-Mail  inouekkhs@ybb.ne.jp 
 

事務局長 志田 義雄 

  TEL:０４９－２４４－３９４０ 

  〒350-1136 川越市下新河岸６９－６６ 

         編 集 後 記 

＊  【人は目標を失った時、心の老いが始まる】と三浦

雄一郎さんは著書に記し、2013/5月世界最高齢80歳でエ

ベレスト登頂に成功されました！ すごい人です！ 

益々若い！目標大事ですね!!! 

＊  新シリーズ『楽・健・長』の高橋英子さん(中)の

『後半を悔いなく生きる』読まれましたか? 飯豊会員

の中にも元気溌剌、人生を楽しまれ、活き活きと過ごさ

れている方がおられます。是非見習いたいものです。          

＊ふるさと訪問バスツアーでは大勢の町民の方々とお会

いし絆を深く出来ました。又町の企業家の皆様には広告

掲載を快く引受けて頂き多くの広告を掲載する事が出来

ました。有り難うございました。引き続きご支援の程、

宜しくお願い申し上げます。       (井上記) 
 

 編集 ： 齋藤ふみゑ、深瀬忠次、伊藤茂、 

     志田義雄、渡部志郎、井上和雄 

２
０
１
２
／
11
／
16
付
・
山
形
新
聞
よ
り
転
載 

 

 
 

(*^_^*)！ 

 

 役員会・部会便り 


